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（参考）経済産業省総合庁舎で使用する電気の調達(2018年度分)
 昨年12月から今年2月にかけて、経済産業省において、初めての試みとして、燃料調整

を前提としない料金メニューに基づく電気の調達（公募）を実施。
 複数事業者からの応札があり、最低価格を提示した事業者が落札（予定）。

落札(予定)事業者 株式会社Ｖ－Ｐｏｗｅｒ
落札金額 121,576,924円（税抜）
平均単価 14.53円

2018年度経産省総合庁舎
入札条件概要

●契約電力：2,600ｋW ●予備電力：2,600ｋW
●予定使用電力量：8,368,750ｋWh（負荷率：36.7%）

【会社概要】
●株式会社Ｖ－Ｐｏｗｅｒ
●本社所在地：品川区東品川三丁目６番５号
●代表取締役 小室 正則
●2013年事業開始
●売上高77億円（2017年3月期）
●URL：http://www.v-power.co.jp

※同社ウェブサイトから引用

【参考１】
東京電力EPの電気需給約款［特定規模需要(特別高圧)］の特別
高圧電力Ａを適用した場合の試算値

価格158,118,152円（税抜）
ただし、上記試算値は燃料調整費を考慮していない数値。

【参考２】
2017年度の落札実績
予定使用電力:8,218,686kWh（負荷率：36.1%）
（契約電力、予備電力は2018年度と同じ）

落札価格：144,652,350円（税抜）
平均単価：17.60円
ただし、上記試算値は燃料調整費を考慮していない数値。 10



（参考）電気事業便覧の発行

11

 「電気事業便覧」は、電気事業に関する統計データ集として、これまで60年余りにわたり、電気事業
連合会が編集し、一般社団法人日本電気協会が年1回の発行を行ってきた。

 しかしながら、2016年4月の小売全面自由化を機に、大手電力10社の情報を中心に掲載してき
た従来の編集スタイルが時代に合わなくなったため、2017年版は国が設置した編集委員会（委員
長：東京大学大学院 横山明彦教授）が編集作業を実施。

 2017年版においては、電気事業の概観を把握できる従来の構成を踏まえつつ、電力システム改革
の進捗状況（新電力の動向、系統に関する情報、市場取引に関する情報など）や、海外主要国
の電気事業制度を俯瞰できるものとしている（3月末発売予定）。

※一般財団法人経済産業調
査会のHPや全国の主要書
店にて購入可能

Ⅰ 電気事業 ： 電気事業者一覧、電力システム改革の進捗状況など。

2017年版電気事業便覧の主な掲載内容

Ⅱ 電力需給 ： 発電実績、需要実績、需給バランスの見通し、燃料実績など。

Ⅲ 電力供給設備 ： 発電設備、地域間連系線の概要、スマートメーター設置状況など。

Ⅳ 電気料金・市場 ： 経過措置料金単価、託送料金、市場取引量・市場価格など。

Ⅴ 経理・財務 ： 部門別収支、託送収支、設備資金実績など。

Ⅵ 海外事情 ： 主要各国の電気料金水準、電気事業制度、エネルギー需給バランスなど。

Ⅶ その他 ： 電気事業年表、電気事業用語、事故データなど。


